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学
術
の
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

卒
業
に
あ
た
っ
て
授
与
さ
れ

る
「
川
島
記
念
学
術
賞
」
の

18
年
度
受
賞
者
は
理
工
学
部

４
人
、
経
営
学
部
３
人
、
人

間
学
部
２
人
の
計
９
人
。
学

科
に
続
い
て
研
究
室
・
所
属

ゼ
ミ
、
出
身
校
。

◆
理
工
学
部
◆

鈴
木
　
友
香
理
さ
ん

食
環
境
学
科
、
山
崎
達
也
研

究
室
、
福
島
県
白
河
旭
高

佐
川
　
陽
祐
さ
ん

生
物
科
学
科
、
芳
賀
信
幸
研

究
室
、
福
島
県
白
河
旭
高

田
口
　
翔
太
さ
ん

謝
辞
・
機
械
工
学
科
、
山
本

憲
一
研
究
室
、
宮
城
県
古
川

工
業
高

花
見
　
博
文
さ
ん

学
部
総
代
・
情
報
電
子
工
学

科
、
工
藤
す
ば
る
研
究
室
、

福
島
県
喜
多
方
高

◆
経
営
学
部
◆

佐
藤
　
恵
美
里
さ
ん

学
部
総
代
・
経
営
学
科
、岡
野

知
子
ゼ
ミ
、
宮
城
県
佐
沼
高

駒
込
　
美
侑
さ
ん

経
営
学
科
、舛
井
道
晴
ゼ
ミ
、

岩
手
県
北
上
翔
南
高

秋
山
　
幸
輝
さ
ん

経
営
学
科
、大
浪
健
一
ゼ
ミ
、

宮
城
県
石
巻
高

◆
人
間
学
部
◆

鹿
野
　
茜
さ
ん

学
部
総
代
・
人
間
文
化
学

科
、
庄
子
真
岐
ゼ
ミ
、
宮
城

県
聖
ウ
ル
ス
ラ
学
院
英
智
高

千
葉
　
友
菜
さ
ん

人
間
教
育
学
科
、
宮
城
県
佐

沼
高

2018年度学位記授与者数

学
　
　
　
部

学　　部 学　　科 人数

理 工

食 環 境 28
生 物 科 41
機 械 工 26
情 報 電 子 工 22
生 物 生 産 工 1
小 計 118

経 営 経 営 92

人 間

人 間 文 化 28
人 間 教 育 36
小 計 64

合 　　　計 274

大
　
　
学
　
　
院

研　究　科 専　　攻 人数

理  

工  

学

修士課程

物 質 工 学 1

機械システム工学 -

生 命 科 学 3

博士後期
課 程

物質機能工学 -

生命環境科学 -

小　　　計 4

経 

営 

学

修士課程 経 営 学 2

博士後期
課 程

経 営 学 0

小　　　計 2

合 　　　計 6

※学期末卒業者を含みます。

川
島
記
念
学
術
賞
に
９
人

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係■　専修大学140周年ロゴ/石巻専修大学30周年ロゴ

　
産
学
連
携
に
よ
る
新
技
術

開
発
や
地
域
課
題
の
解
決
を

目
指
す
「
研
究
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
２
０
１

９
」（
石
巻
専
修
大
学
、
石

巻
地
域
産
学
官
グ
ル
ー
プ
交

流
会
共
催
）
が
２
月
25
日
、

本
学
の
５
号
館
学
生
ホ
ー
ル

で

開

か

れ

た
。
理
工
、

経
営
、
人
間

の
３
学
部
か

ら
合
わ
せ
て

15
研
究
室
が

ブ
ー
ス
を
設

け
、
研
究
内

容
を
ま
と
め

た
パ
ネ
ル
や

成
果
物
を
展

示
。
来
場
し

た
石
巻
地
域

の
27
企
業
・

団
体
に
、
石
巻
専
修
大
学
の

研
究
力
の
高
さ
を
伝
え
た
。

　「『
知
産
地
翔
』
は
じ
ま

る
」
と
題
し
、
産
学
が
相
互

の
技
術
や
課
題
を
知
る
初
め

て
の
試
み
。
開
会
に
当
た
っ

て
尾
池
守
学
長
は
「
石
巻
か

ら
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
べ
く
、
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
展
望
を

語
っ
た
。

　
急
病
自
動
通
報
シ
ス
テ
ム

な
ど
を
組
み
込
み
日
常
生
活

で
人
を
支
援
す
る
「
リ
ア
ル

ワ
ー
ル
ド
知
能
シ
ス
テ
ム
」

（
情
報
電
子
工
学
科
・
亀
山

充
隆
教
授
）、
最
新
型
の
マ

イ
コ
ン
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ
ト

シ
ス
テ
ム
（
機
械
工
学
科
・

水
野
純
教
授
）
な
ど
研
究
成

果
を
説
明
し
た
。
来
場
者
は

教
員
か
ら
熱
心
に
話
を
聞

き
、
技
術
交
流
を
図
っ
た
。

　「
石
巻
の
〝
美
味
し
い
〞

を
届
け
に
き
ま
し
た
」
｜
｜

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
学

　
２
０
１
８
年
度
学
位
記
授

与
式
が
３
月
20
日
、
体
育
館

で
行
わ
れ
た
。
当
日
は
天
候

に
恵
ま
れ
、
暖
か
な
春
の
日

差
し
が
大
学
院
修
了
生
、
学

部
卒
業
生
合
わ
せ
て
２
８
０

人
の
門
出
を
祝
福
し
た
。
卒

業
生
た
ち
は
多
く
の
保
護

者
、
来
賓
が
見
守
る
中
、
希

望
を
胸
に
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
た
。

　
修
士
課
程
総
代
、
学
部
総

代
に
尾
池
守
学
長
か
ら
学
位

記
が
授
与
さ
れ
た
。
引
き
続

き
、
川
島
記
念
学
術
賞
の
９

人
に
日
髙
義
博
理
事
長
か
ら

表
彰
状
が
、
尾
池
学
長
か
ら

記
念
メ
ダ
ル
が
贈
ら
れ
た
。

　
尾
池
学
長
は
式
辞
で
「
平

成
最
後
の
学
位
記
授
与
式
を

迎
え
、
ひ
と
き
わ
感
慨
深

い
」
と
述
べ
た
後
、「
未
来

の
視
点
か
ら
今
の
自
分
を
見

て
、
そ
の
行
動
は
妥
当
な
の

か
考
え
、
自
分
の
夢
を
達
成

す
る
た
め
に
軌
道
修
正
す

る
。
そ
れ
が
人
生
。
と
は
い

え
、
人
生
に
は
苦
と
楽
が
あ

る
か
ら
こ
そ
面
白
い
の
で
、

楽
し
む
こ
と
も
忘
れ
な
い
で

ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　
大
学
院
修
了
生
を
代
表
し

て
高
田
健
一
さ
ん
（
理
工
学

研
究
科
物
質
工
学
専
攻
）、

学
部
卒
業
生
を
代
表
し
て
田

口
翔
太
さ
ん
（
理
工
学
部
機

械
工
学
科
）
が
謝
辞
を
述
べ

た
。

　
高
田
さ
ん
は
「
研
究
の
道

の
り
は
平
た
ん
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
が
、
先
生
方
か
ら

物
事
を
論
理
的
に
と
ら
え
る

こ
と
の
重
要
性
を
教
授
い
た

だ
き
、
よ
り
良
い
結
論
を
導

き
出
せ
た
と
実
感
し
て
い

る
。
こ
こ
で
得
た
知
識
と
経

験
を
自
身
の
成
長
の
糧
と
す

る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
へ

の
貢
献
に
生
か
し
た
い
」
と

抱
負
を
述
べ
た
。

　
自
動
車
工
学
コ
ー
ス
で
学

び
、
自
動
車
整
備
士
試
験
合

格
を
目
指
す
田
口
さ
ん
。
山

本
憲
一
研
究
室
で
の
活
動
な

ど
に
触
れ
、「
多
く
の
人
と

出
会
い
、
語
り
合
っ
た
４
年

間
。
経
験
し
た
こ
と
の
全
て

が
自
分
自
身
の
糧
と
な
り
、

自
信
と
な
っ
た
。
こ
れ
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の
道
に
進
ん
で
行

く
が
、
石
巻
専
修
大
学
で
培

っ
た
も
の
を
生
か
し
、
幅
広

い
視
野
と
深
い
洞
察
力
を
常

に
磨
き
続
け
、
社
会
の
一
員

と
し
て
責
任
を
果
た
し
て
い

く
」
と
力
強
く
決
意
を
語
っ

た
。

　
式
終
了
後
に
は
、
石
巻
グ

2018年度 学位記授与式

未来からの視点で夢実現を

大
志
抱
き
新
た
な
一
歩

定
年
教
員

　
長
年
に
わ
た
り
研
究
や
学

生
の
指
導
に
力
を
尽
く
さ
れ

た
晴
山
俊
雄
経
営
学
部
教
授

が
定
年
退
職
さ
れ
る
。

※
氏
名
に
続
き
、
所
属
学

科
、主
な
担
当
科
目
、役
職
。

〔
経
営
学
部
〕

晴
山
俊
雄
教
授

経
営
学
科
。「
人
的
資
源
管
理

論
」。教
務
委
員
会
委
員
長
、

経
営
学
部
長
、
大
学
院
経
営

学
研
究
科
長

在
職
30
年

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
「
卒
業
を

祝
う
会
」（
同
窓
会
、
育
友
会

共
催
）が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

卒
業
生
た
ち
は
仲
間
や
恩
師

と
の
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。

ぶ
経
営
学
部
の
李
東
勲
ゼ
ミ

の
学
生
が
２
月
22
日
か
ら
24

日
ま
で
、
東
京
都
町
田
市
の

ぽ
っ
ぽ
町
田
で

三
陸
石
巻
産
カ

キ
を
使
っ
た
料

理
を
提
供
し
た

写
真
。
３
日

間
で
約
１
２
０

０
人
が
来
場
す

る

盛

況

ぶ

り

で
、
三
陸
の
食

の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

し
た
。

　
町
田
市
は
東

日
本
大
震
災
を

機
に
石
巻
市
へ

の
支
援
を
行
っ

て
お
り
、
李
ゼ

ミ
の
出
店
は
昨

年
に
続
い
て
２
回
目
と
な

る
。
今
年
は
２
〜
３
人
前

（
約
10
個
）
の
カ
キ
が
入
っ

た
豪
快
な
「
カ
キ
の
か
ん
缶

焼
き
」、
定
番
の
「
蒸
し
ガ

キ
」「
焼
き
ガ
キ
」「
カ
キ
フ
ラ

イ
」
と「
炙
り
ほ
た
て
串
」
に

加
え
、
ゼ
ミ
生
考
案
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
「
カ
キ
く

ん
製
カ
ナ
ッ
ペ
」「
カ
キ
フ

ラ
イ
ド
ッ
グ
」
の
計
７
品
を

提
供
。
ゼ
ミ
生
10
人
が
商
品

ポ
ス
タ
ー
と
い
っ
た
会
場
の

装
飾
、
調
理
、
販
売
な
ど
を

行
っ
た
。

　
石
巻
市
の
万
石
浦
で
カ
キ

の
養
殖
を
行
う
三
養
水
産
㈱

代
表
取
締
役
の
辻
尚
広
さ
ん

の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が

ら
、
昨
年
12
月
か
ら
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
向
け
て
企
画
を
練

り
上
げ
た
。
高
橋
英
大
さ
ん

（
１
年
次
・
岩
手
県
専
大
北

上
高
）
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ

ニ
ュ
ー
作
り
は
、
辻
社
長
の

『
発
想
は
柔
ら
か
く
、
シ
ン

プ
ル
に
』
と
い
う
言
葉
を
意

識
し
、
石
巻
産
の
カ
キ
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
考
え
た
」
と

話
す
。

　
料
理
を
楽
し
ん
だ
客
か
ら

は
「
カ
キ
の
カ
ナ
ッ
ペ
は
初

め
て
食
べ
た
が
、
と
て
も
お

い
し
か
っ
た
」「
現
地
に
行

か
な
く
て
も
旬
の
カ
キ
を
食

べ
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」な
ど
の
感
想
が
あ
っ
た
。

　
佐
々
木
颯

か
け
る

さ
ん
（
２
年
次

・
茨
城
県
第
一
学
院
高
〈
高

萩
校
〉）は
「
石
巻
産
の
特
徴

は
味
の
濃
さ
。
今
回
提
供
で

き
な
か
っ
た
生
カ
キ
も
お
す

す
め
な
の
で
、
現
地
に
食
べ

に
来
て
ほ
し
い
」と
語
っ
た
。

東
京
・
町
田
市
で
カ
キ
料
理
提
供

経　営
李ゼミ

三
陸
の
食
を
Ｐ
Ｒ

来場者にシステムの概要を説明する

水野教授（左から２人目） 産
学
で
「
知
産
地
翔
」

15
研
究
室
が
Ｐ
Ｒ

卒業生を胴上げで祝福

尾池学長から学位記を受け取る経営学部総代の佐藤恵美里さん


